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第４ 平成30年度当初予算を家計簿に例えると 
 
 
 

平成30年度の当初予算を「いしかわ家の家計簿」に例え、平成20年度当初予算と比較してみました。 

 
いしかわ家の家計簿 

〔県予算10億円 ＝ 家計簿1万円〕 

 

※（ ）内は平成20年度当初予算 

 

■食費・光熱水費 

  県の職員、学校の先生、警察官の給料など職員費

■介護費・医療費 

  医療や福祉など社会保障関係経費 

■教育費などその他の生活費 

  教育や文化・観光振興などのソフト事業の経費 

■家の増改築費・車購入費 

  道路の整備、学校建設などのハード事業の経費 

■ローン返済（住宅ローン） 

  臨時財政対策債以外 

■ローン返済（その他のローン） 

  臨時財政対策債 

 

 

※（ ）内は平成20年度当初予算 

 

■給料 

  県税、地方交付税など 

■パート収入 

  使用料及び手数料など 

■その他収入 

  国庫補助金 

■ローン借入（住宅ローン） 

  臨時財政対策債以外 

■ローン借入（その他のローン） 

  臨時財政対策債 

■貯金の引出 

  基金の取り崩し ※（Ｈ30）0 （Ｈ20）8 

 
                                                              ※（ ）内は平成19年度末 
 ○ローン残高                       1,204 (1,150) 

   うち住宅ローン （臨時財政対策債以外）    809  (944) 

   うちその他のローン （臨時財政対策債）      395   (206) 

 ○貯金残高                         47    (40) 

支 出 

合計515万円 
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ローン、貯金の年度末残高（平成29年度決算見込み）
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・全体では、「食費・光熱水費」や「介護費・医療費」、「ローン返済」といった、簡単には減

らせない経費が全体の約6割を占めています。 

・「介護費・医療費」については、高齢化の進行に伴い46万円から66万円へと大きく増加してい

ます。最近では年1～2万円ペースで増加しており、家計を圧迫する大きな要因となっています。 
・「教育費などその他の生活費」については、108万円から145万円に増加していますが、消費税

率の引き上げに伴う市町への交付金の増加などの税収連動経費によるもので、これらを除けば、

平成20年度とほぼ同水準となっています。 
 
 

・「給料」は、消費税率の引き上げなどにより、303万円から327万円と増加しています。 

・貯金残高は、平成15年度末には、60万円でしたが、平成16年度の三位一体改革により、地方交

付税が削減され、いしかわ家でいえば20万円を超える給料が削減されました。その影響により、

貯金の引出を余儀なくされる厳しい家計状況が続き、貯金残高は平成29年度末には47万円にま

で減少しています。 
 
 

・「住宅ローン」が809万円と大きな額となっているのは、家の増改築や車購入、すなわち公共投

資などのハード事業について、国の経済対策に呼応して積極的に実施し、県債発行が多くなっ

たためです。 

・「その他のローン」、すなわち臨時財政対策債については、国の財源不足のため平成13年度か

ら発行しており、毎年残高が増え続けています。この結果、県債残高全体は平成14年度に１兆

円、いしかわ家のローン残高全体では1千万円を突破し、平成29年度末には1,204万円になって

います。 

 
 

・いつまでも貯金に頼る生活はできないことから、いしかわ家では支出の見直しに取り組んでき

ました。具体的には、「食費・光熱水費」、すなわち職員費を見直し、10年間で159万円から134

万円と大きく減らしています。 

・これまで、「ローン返済」を着実に進め、住宅ローン残高については、944万円から809万円と

大きく減らしてきました。その一方、総額は1,150 万円から1,204万円に増えていますが、これ

はその他ローン残高の増加によるものです。その他のローン、すなわち臨時財政対策債につい

ては、将来、国から地方交付税として返してもらえるため、県では、これを除く県債残高を前

年度以下に抑制することを目標とし、平成15～29年度まで15年連続で達成しました。 

 
 

・いしかわ家では、平成24年度以降、6年連続で貯金を引き出すことなく生活を送ることができま

した。今後は貯金の引出に頼らない生活にとどまらず、貯金を積み増すなど、将来の備えにも

努めることとしています。 

 

支出の状況 

収入の状況 

支出の見直し 

貯金に頼らない家計を目指して 

ローン残高 




